
令和２年度　第３回　藤枝市男女共同参画会議　議事録

日　時 令和3年２月２2日（月）１５:００～１６:２０

会　場 藤枝市役所別棟　第１会議室

出席者 委員１５名（全員出席）

事務局５名

協議・報告事項

事前質問外国人へのコロナ情報の周知についてどのような対策をされているか。

事務局
コロナ情報については国を始め様々な機関から情報発信されている。これらの情報をまと
め、各種情報が一括で閲覧できるように市のサイト内にポータルサイト的なページを設
け、「やさしい日本語」による情報発信をしている。

池谷委員 日本語講座について、受講者数は出ているが対象外国人の人数がわからない。

事務局
市内の外国人住民は約１，８００人。日本語講座は新たに転入した外国人を主なターゲットにして
いる。現在コロナ禍の状況で外国人の動きはほとんどない。受講者の昨年との比較でみている。担
当としては、よく受講してくれていると思う。

池谷委員 どれくらい日本語を習得できたかの状況は把握しているか。

事務局
受講者は初期レベルの人たちで、どこまで習得したかという指標はないので具体的にどこまでとい
うことはわからない。

松林委員
「Ｒｕｎらんらん」の防災特集はいい企画だった。関連して、藤枝市の防災会議に占める女性の割
合が低く、率を上げていくのは喫緊の課題だ。年度替わりの時期で改選等あると思うので、取り組
めることは取り組んでほしい。

事務局
現状、構成員にはあて職の方が多く、男性比率が高くなっている。庁内の連携を密にして、機会を
とらえて女性の登用は増やしていきたいと考えている。

吉田委員

「Ｒｕｎらんらん」の防災特集はありがたいと思う。内容は役立つものが載っている。女性防災
ネットワークの会議で勉強する中で、立場が違う人たちが意見を交わしかなり質の高い防災講座に
なってきた。女性の防災員はどこの市町も割合が低いが、学習して質を高めていかなければならな
いと思う。配布された資料は女性の立場の向上に活用してほしい。

浅井委員

あて職の話が出たが、環境審議会等に出席していると組織で上の立場の人が出てくる。そのような
立場の女性が少ない。活躍できる場があれば良いと思う。自分の興味があるものに参加している
が、女性男性の分岐点がある。以前、宇宙の関係（ＪＡＸＡ）でロケットを打ち上げる鹿児島のセ
ンターへの派遣を中学生に募集したら、葉梨中学校の女子生徒２人が手をあげた。ロボット講座や
プログラミングにも女子生徒が参加している。興味を持った子供を送り出せるような環境を作って
いってほしい。イベント募集にも男女で行っている写真を載せるなどそういう環境を作ってあげた
り、意識に働きかけることが大事だと思う。

（１）令和３年度　男女共同参画・多文化共生課の施策について

（２）令和２年度　事業報告及び令和３年度事業計画について
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池谷委員
資料２ページ、男女共同参画推進団体への補助金２００万円の説明が載っていないがどういうこと
か。

事務局

藤枝市男女共同参画推進運営協議会が昨年の３月３１日をもって閉会し、今まで、運営協議会にセ
ンター業務を委ねていたが、その組織がなくなったため、市の直営となった。これまでは市が事業
を委ねていた運営協議会の内容なので載せていたが、今年度から事業としては独自でやっていただ
いているので載せていない。

池谷委員

男女共同参画推進センター運営協議会については、市に閉会を申し入れて１０年が経過し昨年度末
に閉会した。１８年間続いており、２０年間続けたら解散したいと思っていたがその前に解散し、
新しく藤枝市男女共同参画「ぱりて」会議を設立した。経緯を知っておいてほしいので説明させて
いただいた。今後、方向性を示して事業活動をしていきたいと考えている。

森下委員
アンケートの結果を今後どのように利用していくのか。９４ページ以降の自由意見が重要だと思う
が今後この参画会議の中で検討するのか、行政がどのように反映させていくのか。

事務局
次年度第４次男女共同参画行動計画の策定の中で反映させていく。意識調査からよめる市の現状に
対して施策を考える上で活用していきたい。

委員長 アンケートの結果は来年度策定する計画を検討する中で資料として活用していくことになる。

事務局
第１回目が５月１８日なる。市の幹部職員による計画の策定方針決まるのでその後皆さんにお示し
して協議していただくことになる。

松林委員
コロナはまだ続く、第４波、５波あったときに会合できない場合、オンラインの開催等は検討して
いるか。

事務局 はっきり言えないが、状況を見ながら環境整備が整えばやっていきたい。

委員長 意見を交わせるほうがいいのでなるべく開催できるようにしていただきたい。

事務局
コロナ禍でも対応できるやり方が出てきている。一斉に集まれないときはオンラインと来庁を組み
合わせるなどの方法など研究していく。意見を聴いて反応することが大切なのが分かったので検討
していく。
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